出欠席簿自動作成・集計計算VBA　“ほぼ”再現プロンプト

（※このプロンプトは、スタートラインです。ここから出てきたコードをコピペして、AIに入力して修正・改善・微調整されたものが、現在、配布されたものになります）

 AIへのお願い（プロンプト）
1. 全体像を伝える
何を作りたいか： 保育園やこども園などの出欠席簿を、Excelで自動作成するツールを作りたいです。Excel VBA（マクロ）を使って、児童の出席・欠席・病欠などを記録できる表を自動的に作成する仕組みを作ってください。
主な機能：
· 児童名と日付の一覧表を自動作成
· 出席・欠席・病欠などの記号をドロップダウンリストで選択
· 各児童の出席日数・欠席日数を自動集計
· 土曜日・休園日・行事日に色を付けて見やすく
· 前月のデータから児童名や設定をコピー可能
· 設定を保存して次回も使える

2. 構造を整理する
【全体の機能】
1 基本設定機能
· 児童数の入力（1～100人まで対応）
· 対象年月の入力（2000年～2100年）
· 月末日の自動計算
· 土曜日の自動計算または手動入力
· 休園日の設定（日曜日・祝日・振替休日など）
· 行事日の設定
2 記号設定機能
· 出席記号（例：〇、●、出）
· 欠席記号（例：／、×、欠）
· 病欠記号（例：△、▲、病）
· その他の理由（0～10種類まで設定可能） 
· 例：遅刻、早退、出席停止、忌引など
· 各理由に内容と記号を設定
3 メインの動き
· 使い方ガイドを画面上部に表示
· 名前欄と日付欄を作成
· 各日付に曜日を自動表示
· 土曜日・休園日・行事日に背景色を設定
· 出欠席セルにドロップダウンリストを設定
· 各児童の集計欄を自動作成（出席数・欠席数など）
· 週ごとに区切り線を追加
· シート保護を設定（名前と出欠席のみ編集可能）
4. 便利な機能
· 前月のシートから児童名をコピー
· 前月のシートから設定（記号など）をコピー
· 設定を専用シートに保存（次回起動時に読み込める）
· 設定プレビュー表示で最終確認
· エラーチェック（日付の重複、記号の重複）

3. 具体的な数字を言う
児童管理：
· 児童数は1～100人まで対応
· 名前列の列幅：15（自動設定）
日付管理：
· 対象年：2000年～2100年の範囲
· 対象月：1～12月
· 月末日：カレンダーから自動計算（28日～31日）
· 日付列の列幅：6（各日付セル）
記号設定：
· 出席・欠席・病欠記号：1～2文字まで
· その他の理由：0～10種類まで設定可能
· 各理由の記号も1～2文字まで
配置ルール：
· 使い方ガイド：1～4行目（B1からZ4まで結合）
· 空白行：5行目（高さ5）
· 表の開始行：6行目
· 名前列：B列（2列目）
· 日付開始列：C列（3列目）
· 集計欄：月末日の次の列から配置
色の設定（RGB値）：
· 使い方ガイドのタイトル背景：RGB(68, 114, 196)
· 使い方ガイドの本文背景：RGB(237, 241, 250)
· 土曜日の背景色：RGB(204, 255, 255)（水色）
· 休園日の背景色：RGB(255, 153, 204)（ピンク）
· 行事日の背景色：RGB(204, 255, 204)（薄緑）
· 集計欄のヘッダー背景：RGB(220, 230, 241)（薄青）
列幅の設定：
· 集計欄の列幅： 
· 理由内容が3文字以内：8
· 理由内容が4文字：11
· 理由内容が5文字以上：13

4. 処理の順番を教える
【ステップ1：前月コピーの確認】
1. まず、既存のシート（設定シートを除く）があるか確認
2. あれば「前月のデータから児童名や設定をコピーしますか？」と聞く
3. 「はい」の場合： 
· シート一覧を表示して、コピー元シートを選択
· 「児童名をコピーしますか？」と確認
· 「設定（記号など）をコピーしますか？」と確認
· 選択された項目をコピー
4. 「いいえ」の場合：新規作成に進む
5. 「キャンセル」の場合：処理を中止
【ステップ2：保存設定の読込確認】
1. 「設定」という名前の非表示シートがあるか確認
2. あれば「前回保存した設定を読み込みますか？」と聞く
3. 「はい」の場合：設定シートから各種設定を読み込む
4. 「いいえ」の場合：新規入力に進む
【ステップ3：基本情報の入力】
1. 児童数の入力 
· 前月コピーで児童名をコピーした場合：その人数を使用
· 前回値がある場合：「前回と同じ児童数で作成しますか？」と確認
· 新規の場合：1～100の範囲で入力
2. 年月の入力 
· 年：2000～2100の範囲で入力（初期値：今年）
· 月：1～12の範囲で入力（初期値：今月）
· 月末日：DateSerial関数で自動計算
3. 土曜日の入力 
· 「土曜日を自動計算しますか？」と確認
· 自動計算の場合： 
· Weekday関数で土曜日（7）を検出
· 結果を表示して「この内容でよろしいですか？」と確認
· 手動入力の場合：カンマ区切りで入力（例：7,14,21,28）
4. 休園日の入力 
· カンマ区切りで入力（例：1,8,15,22,29）
· 空欄でもOK（そのままOKボタン）
5. 行事日の入力 
· カンマ区切りで入力（例：5,12,19,26）
· 空欄でもOK
【ステップ4：記号の入力】
1. 基本記号の入力 
· 前回値がある場合：「前回と同じ記号を使用しますか？」と確認
· 出席記号：1～2文字（例：〇）
· 欠席記号：1～2文字（例：／）
· 病欠記号：1～2文字（例：△）
2. その他の理由の入力 
· 前回値がある場合：「前回と同じその他の理由を使用しますか？」と確認
· 理由数：0～10の範囲で入力
· 理由数が1以上の場合： 
· 各理由について、内容と記号を入力
· 内容：自由入力（例：遅刻、早退、出席停止）
· 記号：1～2文字（例：遅、早、停）
【ステップ5：エラーチェック】
1. 日付重複チェック 
· Dictionary オブジェクトを使用
· 土曜日・休園日・行事日の日付を追加
· 重複があれば警告「日付に重複があります。このまま続行しますか？」
2. 記号重複チェック 
· Dictionary オブジェクトを使用
· 出席・欠席・病欠・その他の理由の記号を追加
· 重複があれば警告「記号に重複があります。このまま続行しますか？」
【ステップ6：設定プレビュー表示】
1. 入力内容を整理して表示 
· 基本情報（対象月、児童数）
· 特別日（土曜日、休園日、行事）
· 記号（出席、欠席、病欠）
· その他の理由（あれば）
2. 「この内容で作成しますか？」と最終確認
【ステップ7：シートの作成】
1. 画面更新を停止（Application.ScreenUpdating = False）
2. 使い方ガイドを表示 
· B1～Z1：タイトル「出欠席簿 使い方ガイド」 
· 文字色：白（RGB(255, 255, 255)）
· 背景色：青（RGB(68, 114, 196)）
· フォントサイズ：14、太字
· B2～Z2：次月作成の説明
· B3～M3：記号削除の説明
· N3～Z3：メモ追加の説明
· B4～S4：保存方法の説明
· T4～Z4：エラー時の対処法（文字色：赤）
· 全体に太い青の罫線で囲む
3. 名前欄を作成 
· B6～B7：「名前」と表示（結合セル、中央揃え、太字）
· B8以降：児童数分の空欄セル
· 前月コピーした児童名があれば書き込む
4. 日付と曜日を作成 
· C6行目：1から月末日までの数字
· C7行目：DateSerial関数とFormat関数で曜日を自動計算 
· Format(DateSerial(年, 月, i), "aaa") → 日、月、火、水、木、金、土
5. 背景色を設定 
· 土曜日の列：水色（RGB(204, 255, 255)）
· 休園日の列：ピンク（RGB(255, 153, 204)）
· 行事日の列：薄緑（RGB(204, 255, 204)）
· 対象範囲：ヘッダー行から児童の最終行まで
6. ドロップダウンリストを作成 
· 対象範囲：C8から（日付開始列 + 月末日 - 1）列、児童数分の行
· 選択リスト：出席,欠席,病欠,その他の理由記号…
· 一括設定で高速化（範囲全体に対して1回だけValidation.Add）
7. 集計欄を作成 
· 月末日の次の列から配置
· ヘッダー：「出席数」「欠席数」「病欠数」「理由内容数」… 
· 背景色：RGB(220, 230, 241)
· 太字、中央揃え
· 各児童の行：COUNTIF関数で自動集計 
· 例：=COUNTIF(C8:AF8,"〇")
· 列幅：理由内容の文字数に応じて調整（8、11、13）
8. 罫線を作成 
· 表全体：内側は細線、外側は太線
· 名前列の右側：太線
· 月末日の列の右側：特に太い線（RGB(0, 0, 0)）
9. 週区切り線を追加 
· 土曜日の列の右側：中太線（RGB(100, 100, 100)）
10. シート保護を設定 
· すべてのセルをロック
· 名前欄と出欠席欄のみロック解除
· シートを保護（パスワードなし、VBAからの操作は許可）
· ロック解除セルのみ選択可能
11. 画面更新を再開（Application.ScreenUpdating = True）
【ステップ8：設定の保存確認】
1. 「今回の設定を保存しますか？（次回起動時に読み込めます）」と確認
2. 「はい」の場合： 
· 「設定」という名前の非表示シートを作成または取得
· 設定シートに以下の情報を保存 
· 出席記号、欠席記号、病欠記号
· 理由数、理由内容（カンマ区切り）、理由記号（カンマ区切り）
· 児童数
· シートを非表示（xlSheetVeryHidden）
【ステップ9：完成メッセージ】
· 「出欠席簿の作成が完了しました！」
· 児童数と対象月を表示

5. 見た目を指定する
色の使い方：
使い方ガイド：
· タイトル背景：青（RGB(68, 114, 196)）
· タイトル文字：白（RGB(255, 255, 255)）
· 本文背景：薄青（RGB(237, 241, 250)）
· エラー説明の文字：赤（RGB(192, 0, 0)）
日付列の背景色：
· 土曜日：水色（RGB(204, 255, 255)）
· 休園日：ピンク（RGB(255, 153, 204)）
· 行事日：薄緑（RGB(204, 255, 204)）
集計欄のヘッダー：
· 背景色：薄青（RGB(220, 230, 241)）
· 太字、中央揃え
表のレイアウト：
罫線の種類：
· 表全体の内側：細線（xlThin）
· 表全体の外側：太線（xlMedium）
· 名前列の右側：特に太線（xlThick）
· 月末日の列の右側：特に太線（xlThick、黒色）
· 土曜日の列の右側：中太線（xlMedium、グレー）
セルの配置：
· 名前欄ヘッダー：中央揃え、縦方向も中央
· 日付・曜日：中央揃え
· 出欠席セル：中央揃え
· 集計欄：中央揃え、数値は「0」形式
列幅・行高：
· 使い方ガイドのタイトル行：高さ28
· 使い方ガイドの本文行：高さ22
· 空白行（5行目）：高さ5
· 日付列：幅6
· 名前列：幅は自動調整（通常15程度）
· 集計欄：幅8～13（理由内容の文字数による）
フォント：
· 使い方ガイドのタイトル：サイズ14、太字
· 使い方ガイドの本文：サイズ10、太字
· 名前欄ヘッダー：サイズ11、太字
· 日付・曜日：太字
· 集計欄ヘッダー：太字

補足：エラー防止とユーザー体験の向上
エラー防止：
1. すべての入力に対してバリデーション 
· 数値チェック（IsNumeric関数）
· 範囲チェック
· 空欄チェック
2. 「作成を中止しますか？」の確認を各所に配置
3. エラー処理（On Error GoTo エラー処理）を適切に配置
4. エラー発生時は画面更新を再開してからメッセージ表示
ユーザー体験の向上：
1. 前回値の活用 
· Static変数で前回入力値を記憶
· 「前回と同じ○○を使用しますか？」と確認
2. 自動計算機能 
· 月末日の自動計算
· 土曜日の自動計算
· 曜日の自動計算
3. プレビュー表示 
· 作成前に全設定を確認できる
4. 前月コピー機能 
· 児童名と設定を別々にコピー可能
· シート一覧を表示して選択しやすく
5. 設定保存機能 
· 次回起動時に設定を再利用できる
· 専用の非表示シートに保存

